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高い且つ多くの科挙的知識を持っているが、直藻その知識をどれだけ自分や豪族の卑近な日
常生活を一より良くするために活用して居るか、案外役立つ知識が死赦されていないだろうか、－
新しい文化の建設といい、文明の進歩といい共に顕在文化の竿頭に抽んでたものに孜らなけれ
ば何の意味もない、即ち、既往科挙の基礎の上に築かれたものでなければ眞の創案でも創造で
もないのであるから、匪徒の科挙知識を先ず我が物にしておかぬばならぬという考え方は、一

膳尤もな．ことであ▲る、しかし、これ旦既往の科挙知識が透く一般嘩衆の日常生活の上に働かさ
れて飴す研がない時に始めて言い得る▲ことであって、寧ろ今日の現状は知識は繁の持ち腐りで

嘗際生活に役立たせていない、香役立たせ得ないのが一般民衆の捧つ科孝知識であるといわれ
ばならぬ、そうすれば何が吾々の日常生活を自分のカで豊かに幸緒にすること忙殺立っている

かとやうと、その生活中に遭遇する晋事象を科劉勺に庭理する積極的翫態度と、技能とであっ
て、之が常に清澄に蟹動すること、これが吾々の科尊的生活向上えの重要な武韓であるという
劇に重要な意義のあることを青々は思わぬばならぬ、此料率的態度が原動力となって未知の知
識が事茸にEIjして探求され捧得され、叉その結果に一先覚者の意見を徹して洗練され魔めて眞に

身についた知識となる、それが更に新しい科畢生活えの派兵となるのであって、科挙渾動の根

本は、科挙的態度、科挙的能力、料率的知識が互に将蓮り、押融合して動く所に在るのである
がその原動力は、積極的な科尊的態度、科挙的意慾に待つものであると言わぬばならぬ。
或る日本の留畢生が彼の地で、その指導者から「云ロフアンの耐張力」と云う、テーマを輿

えられた、そこで研究宝や、圏書館に連日文献を探したのであるが、不幸そんな問鼠を解決す

る資料は何一つ見つからない、一困却の泉・その由を報告した所・指導者はセ竺フアンの厚さを
測定し、その幅、その長さを一定して一端を固定し、他動こ荷重嚢壇をしてその伸長度耐荷重

度等の測定射旨示したという話がある、此話には色璃意味を感ずる、小峯校†中攣校の見畳
生徒に輿えた、テ一々であったち何の躊躇する所もなく、賛験、賓測から出費して、その結果

に焚いて結論するという順序を潤んだことと思うのである・所か留畢生のことであるから定め
し大挙を出て、何所かの研究所か、合祀かの技師であったかヽ文は何所かの大挙か高等専門畢
校の教授であったであろうからこそんな助手か給仕にやらせる様な仕事は大科挙者のやる可を
領分ではない、誰かが既に調査して報告している衷ろうといった考えから、文献を漁ることに

なったのであろう・大科挙者の律のない有意養な研究途行にはともするとヽこんなことの有り
膠ちなことも止むを得ぬことであろうと思う。しかし、こうした考え方、行き方が初聾者の科
畢研究にも、科畢教育にも取り上げられるということになれば、大いに反省を事すると思うの
、である。
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小畢校、中畢校の教科書の編纂が固定一手であったのを止めこ文部省も編等はするが他の如
何なる個人や囲俺で編纂してもよいことになる、衆智を集めた良いものが、各々地方の特色の

絞り込まれた立派なものが、より安原に出来ることを狙つてのことであって、賛隼結構なこと
、である。本年度は先ず小畢生の科畢4年生用を文部省が編纂して蔑行する、之が生れる迄の手
際は先ず文部省が教科書編纂中央委員合に命じて原案を作り、之を重囲を′9地方ブロックに分

けて作った、理科研究地方委員合に内示して、その意見を徹して完威せしめたもので、既に配
本の準備が出来ているそうである、終戦後の暫定本の域を況して重く新しい構想中下に生れた

もやで、国書監修官の献身的な努力と、進駐軍の理解ある強力な援助とで他の教科に先んじて
登場するものであることは、理科教育史上箕に痛快なことである。

本願は・奈良女高師校長、腎蔭卯三郎氏を委員長とする近畿地方委員合に易し）紅谷（明石
女商）山本（両戸三申）花田（兵師）藤岡（申戸玉津）秋山（城崎総菜）の5如ミ出席してい
る。昭和23年度は舞1笹期中に5年、6年用を脱稿することになり、各地の要点で各軍元につ
いて原稿を作りつつある、近畿では4月20日に一庶出裾上ったものを各、々持ち寄ることになっ
ている。

昭和16年に嘗小峯坪から、薗民畢校制度に切替えた時、初等科畢教育は此姿で行われなけれ
ばならぬという朗をヽその教師用害に極めて懇切綿密な解詮とヽ指導例とを示して普及させた

ことは特筆すべきことである。覧修官もあか丈精魂を打ち込んだものを数年で螢することは、
寂しいが、一應科挙教育のあり方を普及させたことで充分目的は、蓮していると言って居られ

る。然し、吾々は地方の情況を闇秦して曹際之を使用し牢教育者が、飴りにも教科書に拘泥し
すぎて地方の賛事象を忘れて知識の注入に終ったり、人二亡的施詮に走り過ぎたと云う様な欠陥
を暴露して、，科尊的態度、科挙的意慾の昂揚忙その誓続を馨げることの出来なかった憾みがあ
ることを思うのである。

其虞で此度の新しい小畢校教育を蟄足せレむるに覚って、新教育指針と畢習指導要領一般編
及理科編を輿えて、之以外には教師向きの象考書は作らないと言明している、従って白痴観察
の領域に入る・3年以下の塘住着は重く前記の指針及指導要領以外の参考賓料は無いことにな、
り・4年以上の槍住着には、兄重用教科書が輿えられるけれども、参考書はやはり前同様であ
る0具して、これ丈で新しい理念に従った小畢生の利畢教育が出来るだろうか、飴りにも教貞

素質の低下を襲うる馨のみ、大きい現状に於いて、極めて困難なことであると考えざるを得な
い0茨に吾々は小暑校理科教育振興連動を提唱して、新教育の目的を遺憾なく達成する一翼と
したいと念願するものである。

色々な教師向の家老書や、見童向の参考書が市井に溢れ出ることであろうことは想像に難く

なh Lかも此参考書のみに依存することは、文部省が国民畢校理科教師用書の数年問に於い
ての功罪を反省して、編纂することを靡するに到った事箕に照・して、決して喜ばしい結果を得
ることが出来るとは思われない。

教師は科挙徒であると共に、指導者であるが故に教育思潮の研究も必要であり、畢校の地域
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を園る自然の賛事象を正しく認識しなければならぬ必要もある、それには良い参考書の必零な
ことは勿論である、しかし・この事は決して参考書の渉猟だけでは可貴紙ものではない、先ず
環境の質草蓼を教師自身の科劉勺虞理によって・充分その昔態が極められなければならぬ、そ
の括動の姿は前にも述べた所であるが・科挙教育者としてのあり方の正しい体認は、参考書を
講談することよりも先ず同行同撃の行者を得て、始めて可能であると言い虔い、議書、机主の
研究、之は里猫でも出蟄し得芦可能性が多い、しかし、隻事象を求めて之を科挙的に彪現して
行こう・とする活動は、初聾者には草猫には出費し難い、或程度の自信と、筆力とが身につかね
ば腰部になり膠ちであり、持緯性が無い、自分の過去を反省しても指導する生徒の動きを考え
ても同行同拳の熱意を培った、行者のあることこそ有力なものであると考えるのである、幸い

本解では、吾尺が昨年兵庫生物畢合の再襲良を企て、廊下各地の有力な措尊者並に科挙徒を畔
合した、極めて強力な集りとt尭ことを考える時、小峯校理科教育振興運動の具体的方策とし
て、各位が白身一個の研究意慾の達成のみを考えられないで、その強力な熱意を以て同行同拳
の行者を以て任じ、同伴者を一人でも多く獲得することにより、小暑校、中学校の料亭教育膵
係者に科挙的帝勤の妙味と、本姿を体認させる可きであると思うのである、これこそ小畢校科
挙教育振興方魔の最上な■ものであるき考える。
」、畢校、中畢校の教育茸元には、同一単元中に生物関係の部面もあり、物象関係部面もある

章ひ本顆に戟前からあった理化畢合が同名で諸費足し、その活動も組織的である相携え相助け
合って新の道のために貢献し慶いものである。
又、教員組合は先般その固体協約により、一年に20日間の自由研究日を獲得してくれた、吾
々揉常に休暇を利用することによって、研究生活の興趣を満足せしめで蘇たりであるが、東に
年中何時でも此自由を得たことは・吾々の研究封稲が決して休暇時に於いて¢み、遠雷な條件
を示すものとは限らないことを考えると、資に都合のよい結構なことであると、感謝に堪えな
い、更に吾々生物畢昏々点は主として教員組合員であるが、教員組合員の数から見れば、極め
て一少部分であるが、畢合の活動に封してはあらゆる協力と、援助を寄せもれる棟念餌するも
のである。
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